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る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

１
．
石
狩
市
に
岩
出
山
伊
達
家
の
移
住
の
足
跡
を

　

辿
る

　

札
幌
市
中
央
区
内
で
集
合
し
た
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
メ

ン
バ
ー
の
一
人
が
運
転
す
る
車
に
乗
り
合
い
、
石
狩
市
内

に
あ
る
最
初
の
目
的
地
を
め
ざ
し
た
。
札
幌
市
北
区
を
経

て
石
狩
市
に
入
っ
た
後
も
、
車
は
し
ば
ら
く
、
国
道
二
三

一
号
線
を
北
上
し
て
い
き
、
や
が
て
聚し
っ
ぷ富
と
い
う
地
区
に

到
達
し
た
。
こ
の
地
区
は
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
の
三
市

村
（
石
狩
市
、
厚
田
村
、
浜
益
村
）
合
併
ま
で
は
厚
田
村

の
村
域
に
含
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
道
脇
の
「
聚
富
開
拓
之
碑
」
（
２
）

を
目
印
に
左
折
し
、
日

本
海
に
注
ぐ
石
狩
川
の
河
口
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く

と
、
程
な
く
道
路
脇
に
重
厚
な
石
碑
が
見
え
て
く
る
。
こ

れ
が
今
次
視
察
で
最
初
の
目
的
地
と
し
た
「
伊
達
邦
直
主

従
北
海
道
移
住
の
地
」
碑
で
あ
る
。

　
は
じ
め
に

　

北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
の
設
置
す
る
「
北
海
道
近
現

代
史
研
究
会
」
（
１
）

は
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
九
日
、
第
四

回
目
の
現
地
視
察
と
し
て
、
石
狩
北
部
と
空
知
南
部
の
い

く
つ
か
の
市
町
を
訪
問
し
た
。

　

同
研
究
会
で
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
、
同
年
一
一
月
、

二
〇
二
一
年
一
〇
月
と
、
三
回
の
現
地
視
察
を
実
施
し
て

き
て
い
る
。
訪
問
先
は
、第
一
回
が
道
南
方
面
（
函
館
市
、

松
前
町
、江
差
町
な
ど
）、第
二
回
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
方
面（
北

見
市
、
佐
呂
間
町
、
網
走
市
な
ど
）、
第
三
回
が
釧
根
方

面
（
根
室
市
、
厚
岸
町
、
標
茶
町
、
釧
路
市
な
ど
）。
毎
回
、

各
地
の
史
跡
や
博
物
館
等
の
施
設
の
視
察
を
通
じ
、
江
戸

時
代
に
端
を
発
す
る
北
海
道
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
で
の

日
ロ
関
係
史
、
ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
と
文
化
、
明
治
開
拓

期
の
移
民
や
屯
田
兵
、
特
に
強
制
労
働
（
主
に
囚
人
労
働

と
タ
コ
部
屋
労
働
）の
歴
史
的
事
実
な
ど
を
中
心
に
学
び
、

あ
ら
た
め
て
北
海
道
の
近
世
・
近
代
史
に
関
す
る
知
見
を

深
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
続
く
第
四
回
視
察
で
は
、
札
幌
市
近
郊
の
石

狩
北
部
お
よ
び
空
知
南
部
の
い
く
つ
か
の
市
町
を
一
日
日

程
で
巡
察
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
回
訪
ね
た
の
は
、
石
狩

市
、
当
別
町
、
月
形
町
、
浦
臼
町
、
三
笠
市
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
市
町
に
点
在
す
る
史
跡
や
施
設
を
メ
イ
ン
の
視
察

先
と
し
な
が
ら
、
時
間
の
許
す
限
り
、
近
隣
の
ま
ち
で
も

視
察
を
行
っ
て
き
た
。

　

第
四
回
視
察
の
大
枠
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
集
治
監
に

関
係
す
る
史
跡
・
施
設
を
通
じ
て
囚
人
労
働
に
関
す
る
情

報
収
集
を
進
め
つ
つ
、
第
一
回
・
第
二
回
現
地
視
察
で
の

視
察
先
と
も
関
係
し
て
、
坂
本
龍
馬
の
血
縁
者
た
ち
に
よ

る
民
間
開
拓
の
歴
史
を
追
求
す
る
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ

た
。
あ
わ
せ
て
、
明
治
期
初
頭
の
一
時
期
に
実
施
さ
れ
た

分
領
支
配
や
士
族
授
産
の
歴
史
の
一
端
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
も
期
待
さ
れ
た
。

　

本
稿
は
第
四
回
現
地
視
察
に
つ
い
て
概
括
的
に
報
告
す

　

正　

木　

浩　

司

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
４
回
現
地
視
察

北
海
道
近
現
代
史
研
究
会
・
第
四
回
現
地
視
察
レ
ポ
ー
ト

　
─ 
石
狩
北
部
・
中
空
知
・
南
空
知
を
訪
ね
て
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伊
達
邦
直
（
一
八
三
四
～
九
一
年
）
は
、
岩
出
山
伊
達

家
（
現
・
宮
城
県
大
崎
市
）
の
第
一
〇
代
目
の
当
主
を
務

め
た
人
物
で
あ
る
。岩
出
山
伊
達
家
は
伊
達
政
宗
の
四
男
・

宗
泰
を
始
祖
と
す
る
家
系
で
、
戊
辰
戦
争
（
一
八
六
八
年

一
月
～
六
九
年
六
月
）
で
旧
幕
府
側
の
奥
羽
越
列
藩
同
盟

に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
に
所
領
の
大
部
分
を
没
収

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
明
治
期
以
降
は
北
海
道
開
拓
へ
の

従
事
を
志
願
し
、
一
八
七
一
（
明
治
四
）
年
四
月
、
主
従

合
わ
せ
て
五
一
戸
一
八
〇
名
の
一
団
で
入
植
し
た
。
こ
の

第
一
次
の
入
植
者
た
ち
は
、
ま
ず
松
島
か
ら
海
路
で
室
蘭

に
上
陸
し
た
後
、
陸
路
で
太
平
洋
岸
を
東
進
し
、
勇
払
か

ら
北
上
し
て
、
千
歳
・
札
幌
経
由
で
石
狩
に
入
っ
て
い
る（
３
）。

　

碑
の
あ
る
聚
富
地
区
は
元
々
、
紆
余
曲
折
も
あ
り
な
が

ら
借
用
を
許
さ
れ
た
荷
揚
地
で
あ
り
、
邦
直
一
行
の
北
海

道
移
住
の
最
初
の
足
が
か
り
と
な
っ
た
場
所
で
あ
る
。
碑

文
に
は
、「
開
拓
の
た
め
の
前
進
地
」、「
移
民
が
一
時
滞

留
し
た
り
、
輸
送
に
便
利
な
と
こ
ろ
」
な
ど
と
記
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
後
述
の
と
お
り
、
邦
直
ら
は
こ
こ
を
開

拓
地
と
し
て
定
着
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

邦
直
は
元
々
、
分
領
支
配
体
制
の
も
と
、
石
狩
国
空
知

郡
の
開
拓
を
言
い
渡
さ
れ
て
い
た
。
分
領
支
配
と
は
、
北

海
道
の
設
置
（
一
八
六
九
年
八
月
）
か
ら
廃
藩
置
県
（
一

八
七
一
年
七
月
一
四
日
）
ま
で
の
約
二
年
間
、
北
海
道
で

の
国
郡
制
の
施
行
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
一
一
カ
国
八
六

郡
の
地
域
区
分
に
基
づ
き
、郡
単
位
で
統
治
者
（
開
拓
者
）

を
割
り
振
っ
た
体
制
で
あ
り
、
開
拓
使
や
館
藩
（
旧
松
前

藩
）
の
ほ
か
、
省
、
府
、
華
族
、
士
族
、
諸
藩
、
寺
院
な

ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
（
付
表
２
）。「
政
体
書
」
に
基
づ

く
府
藩
県
三
治
制（
４
）の
も
と
、特
に
当
時
「
日
露
雑
居
の
地
」

と
さ
れ
て
い
た
樺
太
に
お
け
る
両
国
関
係
の
不
安
定
な
情

勢（
５
）を
睨
み
な
が
ら
、
北
海
道
と
い
う
領
土
の
確
保
の
第
一

歩
を
実
質
化
さ
せ
た
の
が
、有
力
藩
等
に
よ
る
分
割
統
治
、

す
な
わ
ち
、
分
領
支
配
体
制
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る（
６
）。

　

空
知
郡
と
い
う
地
域
は
、
内
陸
に
位
置
す
る
た
め
、
そ

も
そ
も
漁
業
収
入
を
あ
て
に
で
き
な
い
条
件
不
利
地
で

あ
っ
た
が
、
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
年
五
月
、
邦
直
自
ら

も
参
加
し
て
の
現
地
調
査
の
結
果
、
石
狩
川
河
口
か
ら
一

定
の
距
離
が
あ
る
た
め
運
輸
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
、
最
終
的
に
こ
の
地
の
開
拓
は
断
念
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
当
面
の
根
拠
地
と
し
て
借
用
し
た
聚
富
地
区
も
、
前

出
の
「
聚
富
開
拓
之
碑
」
の
碑
文
に
「
…
開
拓
は
明
治
初

期
に
そ
の
第
一
歩
が
記
さ
れ
た
が
砂
地
農
法
の
困
難
か
ら

挫
折
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
農
地
と
し
て
は
条
件

が
良
く
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
困
難

＜付表１＞　第４回現地視察の主な視察先

「伊達邦直主従北海道移住の地」碑／石狩市
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に
直
面
し
た
邦
直
は
、
政
府
に
対
し
開
拓
地
の
配
置
換
え

を
求
め
、
こ
れ
を
認
め
ら
れ
て
落
ち
着
く
こ
と
に
な
る
の

が
、
石
狩
郡
（
開
拓
使
所
管
期
）
の
一
部
で
あ
っ
た
当
別

の
地
で
あ
る
。

　

関
係
し
て
、
先
述
の
空
知
郡
で
の
現
地
調
査
の
際
、
邦

直
一
行
は
石
狩
川
を
舟
で
遡
り
、
現
在
の
奈
井
江
町
内
に

上
陸
し
た
が
、
こ
の
事
実
を
後
世
に
伝
え
る
記
念
碑
と
し

て
、
奈
井
江
大
橋
の
付
近
に
「
伊
達
邦
直
公
上
陸
の
地
」

碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る（
７
）。

２
．
当
別
町
へ
、
伊
達
邸
別
館
・
伊
達
記
念
館
を

　

視
察

  

聚
富
を
去
る
と
、
道
道
八
一
号
線
を
東
進
し
、
次
の
目

的
地
と
し
た
当
別
町
へ
と
向
か
っ
た
。
岩
出
山
伊
達
家
の

北
海
道
移
住
の
足
跡
を
さ
ら
に
辿
っ
て
い
く
。

　

当
別
町
の
開
基
は
、
岩
出
山
伊
達
家
に
よ
る
開
拓
の
始

ま
り
と
と
も
に
設
置
さ
れ
た
当
別
村
に
遡
る
。
そ
の
後
、

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
二
級
町
村
制
施
行
、
一
九

〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
の
一
級
町
村
制
施
行
を
経
て
、
一

九
四
七
年
の
町
制
施
行
に
よ
り
現
行
の
当
別
町
と
な
り
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

同
町
中
心
部
か
ら
南
に
一
㎞
ほ
ど
、
町
内
を
横
切
っ
て

流
れ
る
当
別
川
の
河
畔
に
、「
伊
達
邸
別
館
」（
当
別
町
元

町
一
〇
五
）
と
い
う
建
築
物
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
現
地

の
解
説
に
よ
る
と
、
こ
の
建
築
物
は
一
八
八
〇
（
明
治
一

三
）
年
に
建
立
さ
れ
、「
名
士
来
村
の
折
の
懇
談
、
宿
泊
」、

「
開
拓
期
の
村
政
執
行
の
た
め
の
諸
会
議
等
」
に
使
用
さ

れ
て
い
た
と
あ
る
。当
別
町
文
化
財
第
一
二
号
の
指
定（
一

九
八
〇
年
一
一
月
一
一
日
指
定
）
も
受
け
て
い
る
が
、
町

＜付表２＞　北海道の分領支配の状況（1869年8月～71年8月）

※　国立公文書デジタルアーカイブ掲載の「公文録」、榎本洋介『開拓使と北海道』77～78

　頁などに基づき、2022年９月、正木作成。
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移
住
を
扱
っ
た
映
画
『
大
地
の
侍
』（
一
九
五
六
年
公
開
、

監
督
：
佐
伯
清
、
出
演
：
大
友
柳
太
朗
）
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
映
像
を
館
内
で
見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
伊
達
邸
別
館
・
伊
達
記
念
館
の
隣
接
地
に
は
、

「
当
別
神
社
」（
当
別
町
元
町
五
一
）
が
あ
る
。
こ
こ
に
祭

神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
邦
直
に
他
な
ら
な
い
。
周

辺
に
は
、
開
拓
記
念
樹
や
開
拓
紀
功
碑
な
ど
、
当
別
開
拓

に
関
わ
る
碑
や
史
跡
が
多
数
置
か
れ
て
い
る
。

　

伊
達
家
の
北
海
道
移
住
の
関
係
で
は
、
当
別
に
入
植
し

た
邦
直
率
い
る
岩
出
山
伊
達
家
の
ほ
か
、
胆
振
西
部
に
入

植
し
て
現
在
の
伊
達
市
の
礎
を
築
い
た
、
伊
達
邦く
に

成し
げ

（
一

に
寄
贈
さ
れ
て
館
内
外
の
復
元
工
事
を
済
ま
せ
た
上
で
一

般
公
開
さ
れ
て
お
り
、
希
望
す
れ
ば
館
内
の
観
覧
も
可
能

で
あ
る
。

　

ま
た
、
別
邸
の
隣
り
に
は
「
伊
達
記
念
館
」
が
併
設
さ

れ
て
い
る
。
館
内
で
は
、
伊
達
家
の
系
譜
、
岩
出
山
伊
達

家
の
当
別
移
住
の
経
緯
、
当
別
開
拓
の
歴
史
な
ど
を
豊
富

な
資
料
に
よ
っ
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
町
文
化
財
の
指

定
を
受
け
て
い
る
邦
直
着
用
の
「
陣
羽
織
」
を
は
じ
め
、

岩
出
山
伊
達
家
ゆ
か
り
の
品
々
も
展
示
さ
れ
て
い
る（
８
）。
管

理
員
が
常
駐
し
て
お
り
、
展
示
物
等
に
関
す
る
説
明
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
る
。
視
察
当
日
は
、
伊
達
家
の
北
海
道

八
四
一
～
一
九
〇
四
年
）
の
亘わ
た
り理
伊
達
家
も
広
く
知
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
前
出
の
分
領
支
配
の
体
制
下
で
は
、

邦
成
は
膽
振
国
の
室
蘭
郡
・
有
珠
郡
・
虻
田
郡
を
割
り
当

て
ら
れ
、
こ
の
地
の
開
拓
に
尽
力
し
た
。
邦
成
は
邦
直
の

実
弟
に
当
た
る
。

　

関
係
す
る
近
年
の
動
き
と
し
て
、当
別
町
と
伊
達
市
は
、

二
〇
二
〇
年
一
〇
月
九
日
、「
歴
史
兄
弟
都
市
盟
約
」
を

締
結
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
両
市
町
の
間
で
大
き
な
交
流
は

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
し
な
が
ら
、盟
約
締
結
を
機
に
、

今
後
は
親
善
、
情
報
交
換
、
経
済
・
歴
史
文
化
な
ど
の
交

流
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る（
９
）。
亘
理
伊
達
家
に
よ
る
胆

振
西
部
地
域
の
開
拓
に
関
す
る
現
地
視
察
に
つ
い
て
は
今

後
の
実
現
を
期
し
た
い
。

３
．
月
形
町
へ
、
樺
戸
集
治
監
の
歴
史
を
学
ぶ

　

当
別
町
で
の
視
察
を
終
え
る
と
、
国
道
二
七
五
号
線
を

さ
ら
に
北
上
し
、
次
の
訪
問
地
で
あ
る
月
形
町
へ
と
向

か
っ
た
。
町
中
心
部
よ
り
も
手
前
に
あ
る「
篠
津
山
霊
園
」

（
月
形
町
知
来
乙
一
三
一
九
）
へ
の
立
ち
寄
り
を
経
て
辿

り
着
い
た
の
は
「
月
形
樺
戸
博
物
館
」（
月
形
町
月
形
一

二
一
九
）
で
あ
る
。
近
年
は
、「
北
海
道
命
名
一
五
〇
年
」

を
記
念
す
る
関
連
イ
ベ
ン
ト
や
、
人
気
マ
ン
ガ
の
『
ゴ
ー

ル
デ
ン
カ
ム
イ
』
に
も
舞
台
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
北
海
道
ロ
ー
カ
ル
の
テ
レ
ビ
番
組
等
で
目
に

す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

月
形
町
は
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
の
開
基
で
、
か

つ
て
シ
ベ
ツ
太
と
呼
ば
れ
た
こ
の
地
に
、「
樺
戸
集
治
監
」

伊達邸別館の外観

伊達記念館の内部
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に
関
す
る
重
要
な
伝
承
施
設
で
あ
る
。

　

先
に
立
ち
寄
っ
た「
篠
津
山
霊
園
」内
の
一
角
に
は
、「
篠

津
山
囚
人
墓
地
」
が
あ
り
、
個
人
ご
と
に
墓
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
樺
戸
集
治
監
で
事
故
死
も
し
く

は
病
死
し
た
囚
徒
た
ち
一
〇
四
六
人
が
葬
ら
れ
て
い
る
と

さ
れ
る
（
（1
（

。
そ
し
て
、
そ
の
大
部
分
は
、
農
地
開
墾
や
道
路

開
削
な
ど
を
目
的
と
す
る
強
制
労
働
（
囚
人
労
働
）
に
動

員
さ
れ
、
苛
烈
な
労
働
を
科
さ
れ
る
な
か
で
命
を
落
と
し

た
囚
徒
た
ち
で
あ
る
。

　

歴
史
家
の
色
川
大
吉
が
一
九
八
一
年
に
著
し
た
『
自
由

民
権
』
と
い
う
岩
波
新
書
が
あ
る
。
そ
の
序
章
「
北
の
曠

の
開
庁
と
と
も
に
開
か
れ
た
月
形
村
が
ル
ー
ツ
で
あ
る
。

「
月
形
」
の
村
名
は
、
同
集
治
監
の
初
代
典
獄
を
務
め
た

月つ
き
が
た
き
よ
し

形
潔
（
一
八
四
七
～
九
四
年
）
に
由
来
す
る
。
以
来
、

明
治
・
大
正
期
と
集
治
監
と
と
も
に
発
展
し
、
集
治
監
は

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
の
、
一
九

五
三
（
昭
和
二
八
）
年
の
町
制

施
行
以
降
、
現
行
の
月
形
町
と

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ

の
三
〇
年
後
、
一
九
八
三
（
昭

和
五
八
）
年
に
は
「
月
形
刑
務

所
」
が
開
庁
さ
れ
、
歴
史
的
に

も
現
在
に
お
い
て
も
「
行
刑
の

ま
ち
」（

（1
（

と
し
て
知
ら
れ
る
。

　

町
役
場
に
隣
接
す
る
月
形
樺

戸
博
物
館
は
、
一
九
九
六
（
平

成
八
）
年
に
現
行
の
姿
で
整
備

さ
れ
、
以
下
の
三
つ
の
建
物
で

構
成
さ
れ
る
。
か
つ
て
の
集
治

監
の
建
物
を
整
備
・
保
存
し
た

「
旧
樺
戸
集
治
監
本
庁
舎
」（

（1
（

、
同

集
治
監
に
関
す
る
豊
富
な
資

料
・
史
料
等
を
展
示
す
る
「
本

館
」、
農
業
を
軸
に
同
町
の
歴

史
を
紹
介
す
る「
農
業
研
修
館
」

の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、

旧
樺
戸
集
治
監
に
関
す
る
史
料

等
の
展
示
は
本
館
で
行
わ
れ
、

旧
本
庁
舎
で
は
当
時
の
監
獄
部

屋
を
保
存
・
公
開
す
る
ほ
か
、
道
内
各
地
に
あ
っ
た
他
の

集
治
監
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
な
ど
も
広
く
展
示
さ
れ

て
い
る
。
本
館
前
に
は
、
初
代
典
獄
・
月
形
潔
の
銅
像
と

碑
が
並
置
さ
れ
る
。こ
の
博
物
館
は
、「
博
物
館
網
走
監
獄
」

と
並
び
、
近
代
北
海
道
開
拓
に
お
け
る
囚
人
労
働
の
歴
史

月形樺戸博物館の外観（手前に旧本庁舎、右奥に本館）

＜付表３＞　樺戸集治監の囚徒外役の主な業績
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午
後
二
時
を
回
っ
て
お
り
、
同
町
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
遅

め
の
昼
食
休
憩
を
取
っ
た
後
、
午
後
三
時
頃
に
慌
た
だ
し

く
「
浦
臼
町
郷
土
史
料
館
」（
浦
臼
町
ウ
ラ
ウ
シ
ナ
イ
）

を
訪
れ
た
。
町
全
体
を
大
き
な
博
物
館
に
見
立
て
る
「
田

園
空
間
博
物
館
」の
中
核
施
設
の
一
つ
で
あ
る
本
施
設
は
、

町
の
文
化
財
を
収
集
・
展
示
す
る
総
合
博
物
館
と
し
て
開

設
さ
れ
つ
つ
も
、
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
幕
末
期
の
志
士
・

坂
本
龍
馬
に
関
す
る
展
示
の
充
実
で
あ
る
。
館
の
入
口
脇

に
は
、「
北
の
龍
馬
館
」
の
表
記
も
見
ら
れ
た
。

　

坂
本
龍
馬
は
生
前
、
北
海
道
開
拓
に
携
わ
る
こ
と
を
夢

見
て
い
た
こ
と
が
書
簡
な
ど
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

野
か
ら
」
で
は
、
一
九
七
四
年
一
〇
月
二
七
日
、
樺
戸
集

治
監
の
囚
人
墓
地
に
「
自
由
民
権
殉
難
戦
士
慰
霊
碑
」
が

建
て
ら
れ
、
合
同
慰
霊
祭
が
挙
行
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
（
（1
（

。
こ
こ
に
は
「
切
り
捨
て
ら
れ
た
歴
史
」
の
「
復
権
」

の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
樺
戸
集
治
監
の
囚
徒
た
ち
が
動

員
さ
れ
た
囚
人
労
働
の
諸
々
の
業
績
は
、
そ
の
後
の
北
海

道
の
発
展
を
支
え
る
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
現
在

も
利
活
用
さ
れ
て
い
る
（
付
表
３
）。

　

博
物
館
を
去
っ
た
後
も
し
ば
ら
く
同
町
内
を
巡
察
。「
樺

戸
神
社
」（
月
形
町
月
形
一
〇
三
〇
）
を
経
て
、「
曹
洞
宗

北
漸
寺
」（
月
形
町
旭
町
一
）
を
訪
ね
、
突
然
の
訪
問
な

が
ら
も
、
本
堂
内
を
観
覧
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
。

　

樺
戸
集
治
監
と
北
漸
寺
の
関
係
は
、
本
山
（
永
平
寺
）
の

命
で
樺
戸
集
治
監
の
教
誨
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
たお
お
と
り
し
ゅ
ん
げ
い

鴻
春
倪
師

が
寺
の
開
祖
で
あ
る
こ
と
、
本
堂
の
建
物
自
体
を
囚
人
労

働
に
よ
っ
て
造
築
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
縁
が
深
い
（
（1
（

。
さ
ら

に
、
本
堂
内
に
は
、
医
師
・
画
家
で
あ
り
な
が
ら
、
贋
札

事
件
（
一
八
八
二
年
）
の
犯
人
と
し
て
無
期
懲
役
を
受
け
、

樺
戸
集
治
監
に
収
監
さ
れ
て
い
た
熊
坂
長
庵
（
一
八
四
四

～
八
六
年
）
の
名
画
『
弁
天
図
』
が
、
寺
宝
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
る
（
（1
（

。

４
．
浦
臼
町
へ
、
坂
本
龍
馬
の
血
縁
者
に
よ
る
開
拓

　

の
事
績
を
学
ぶ

　

月
形
町
の
巡
察
を
終
え
る
と
、
さ
ら
に
国
道
二
七
五
号

線
を
北
上
し
、
浦
臼
町
へ
と
移
動
し
た
。
す
で
に
時
刻
は

龍
馬
自
身
は
結
果
的
に
北
海
道
に
渡
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
彼
の
血
縁
者
た
ち
に
よ
っ
て
そ
の
夢
は
引
き
継
が
れ

て
い
っ
た
。

　

当
研
究
会
の
過
去
の
現
地
視
察
の
中
で
も
、
北
海
道
開

拓
に
お
け
る
龍
馬
の
血
縁
者
た
ち
の
事
績
に
つ
い
て
は
二

回
ほ
ど
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
。
第
一
回
視
察
で
訪
れ
た
函

館
市
の
「
北
海
道
坂
本
龍
馬
記
念
館
」
の
観
覧
と
第
二
回

視
察
で
訪
れ
た
北
見
市
の「
北
光
社
史
跡
」の
視
察
で
あ
る
。

　

浦
臼
町
と
坂
本
家
の
関
係
は
、
北
光
社
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
坂
本
直
寬
（
一
八
五
三
～
一
九
一
一
年
）
に
よ
っ

て
結
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。
北
光
社
と
は
、一
八
九
七（
明

治
三
〇
）
年
五
月
、
北
見
の
地
に
土
佐
（
高
知
）
か
ら
移

住
し
て
き
た
民
間
移
民
団
の
会
社
名
で
あ
り
、
こ
の
一
団

を
リ
ー
ダ
ー
（
社
長
）
と
し
て
率
い
た
の
が
、
龍
馬
の
甥

に
当
た
る
直
寬
で
あ
っ
た
。
自
由
民
権
運
動
へ
の
参
加
に

よ
る
投
獄
歴
も
あ
り
な
が
ら
、
投
獄
中
に
聖
書
に
触
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
キ
リ
ス
ト
教
に
共
感
し
、
そ
の
精
神

に
基
づ
い
た
北
海
道
で
の
新
天
地
づ
く
り
を
志
し
た
と
さ

れ
る
（
（1
（

。

　

直
寬
は
、
北
見
移
住
の
翌
年
（
一
八
九
八
年
）、
親
戚

で
も
あ
っ
た
武た
け
い
あ
ん
さ
い

市
安
哉
（
一
八
四
七
～
九
四
年
）
ら
が
創

建
し
た
「
聖
園
農
場
」
の
あ
る
浦
臼
に
妻
子
と
と
も
に
移

住
し
、
そ
の
経
営
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
以
後
、

直
寬
は
浦
臼
を
拠
点
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
に
基

づ
く
北
海
道
開
拓
を
進
め
て
い
く
（
（1
（

。
聖
園
農
場
は
、
日
高

国
浦
河
に
入
植
し
た
赤
心
社
、
瀬
掤
郡
の
利
別
原
野
に

入
っ
た
開
拓
団
と
並
び
、「
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
る
北
海

道
開
拓
事
業
の
極
め
て
稀
な
例
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
北

浦臼町郷土史料館の外観
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市
市い
ち
き
し
り

来
知
の
地
に
存
在
し
た
「
空
知
集
治
監
」
に
収
監
さ

れ
て
い
た
。
同
集
治
監
は
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年

に
開
庁
さ
れ
、
一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
を
も
っ
て
廃

止
に
な
っ
て
い
る
。
道
路
の
開
鑿
工
事
や
道
内
初
の
上
水

道
の
敷
設
作
業
に
も
当
た
っ
た
が
、
元
々
は
幌
内
炭
鉱
で

の
囚
人
労
働
に
よ
る
石
炭
採
掘
を
主
な
目
的
と
し
て
創
設

さ
れ
た
集
治
監
で
あ
っ
た
（
（1
（

。

　

約
二
〇
年
ほ
ど
で
稼
働
を
終
え
た
空
知
集
治
監
の
往
時

の
姿
を
伝
え
る
も
の
は
、
樺
戸
集
治
監
な
ど
に
比
べ
る
と

決
し
て
多
く
は
な
い
。
わ
ず
か
に
残
る
痕
跡
の
一
つ
が
、

「
空
知
集
治
監
典
獄
官
舎
レ
ン
ガ
煙
突
跡
」（
三
笠
市
本
郷

町
）
と
名
付
け
ら
れ
た
、
官
舎
の
レ
ン
ガ
製
煙
突
の
遺
構

で
あ
る
。現
地
の
解
説
に
は
、官
舎
の
概
要
と
、初
代
典
獄
・

空
知
郡
長
・
空
知
警
察
署
長
を
兼
務
し
た
渡
辺
惟こ
れ
あ
き精
（
一

八
四
五
～
一
九
〇
〇
年
）
の
事
績
が
紹
介
さ
れ
る
と
と
も

に
、
レ
ン
ガ
煙
突
に
つ
い
て
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）

年
に
囚
人
の
手
で
造
ら
れ
た
こ
と
、
高
さ
は
八
ｍ
あ
る
こ

と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
遺
構
は
三
笠
市
の
指

定
文
化
財
の
指
定
（
一
九
七
〇
年
一
一
月
一
七
日
指
定
、
市

文
化
財
第
二
号
）
も
受
け
て
い
る
（
（2
（

。

　

関
係
し
て
、
近
隣
に
あ
る
「
市
来
知
神
社
」（
三
笠
市

宮
元
町
四
八
八
）
は
、
一
八
八
二
年
創
建
の
祠
を
ル
ー
ツ

と
し
、
そ
の
当
時
か
ら
空
知
集
治
監
と
の
関
係
も
深
い
神

社
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
三
笠
市
内
に
は
、
空
知
集
治
監

の
死
亡
者
の
墓
を
有
す
る
「
千
人
塚
史
跡
公
園
」
な
ど
も

あ
る
が
、
今
次
視
察
で
は
訪
問
で
き
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
今
回
の
最
後
の
視
察
先
と
し
て
江
別
市
の
訪
問

を
予
定
し
て
い
た
が
、
時
間
の
都
合
で
同
市
に
は
辿
り
着

け
な
か
っ
た
。
江
別
市
の
視
察
は
、
二
〇
二
二
年
七
月
一

海
道
開
拓
に
尽
力
し
た
直
寬
の
思
想
的
背
景
を
な
す
の
は

自
由
民
権
運
動
と
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、こ
れ
ら
の
経
験
・

思
想
は
北
海
道
開
拓
の
実
践
に
ど
の
よ
う
に
体
現
さ
れ
た

の
か
、
機
会
を
改
め
て
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
テ
ー
マ
の

一
つ
で
あ
る
。

  

浦
臼
町
郷
土
史
料
館
で
は
、
坂
本
家
を
特
集
す
る
展
示

物
を
集
め
、
一
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
っ
て
い
る
。
坂
本

家
の
血
縁
者
の
系
譜
と
そ
れ
ぞ
れ
の
事
績
、
高
知
と
浦
臼

を
つ
な
い
だ
当
時
の
人
的
関
係
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

５
．
最
後
に
三
笠
市
へ
、
空
知
集
治
監
の
遺
構
を

　

視
察

　

す
で
に
陽
も
か
な
り
傾
き
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
近
づ

い
て
き
た
こ
と
か
ら
、
今
次
視
察
の
最
後
の
訪
問
地
を
三

笠
市
と
決
め
、
距
離
も
あ
る
た
め
急
い
で
向
か
う
こ
と
に

し
た
。

　

浦
臼
町
か
ら
は
ま
ず
、道
道
二
七
八
号
線
を
東
進
し
て
、

石
狩
川
に
架
か
る
奈
井
江
大
橋
を
渡
り
、
奈
井
江
町
へ
。

本
稿
第
一
節
で
紹
介
し
た
、
河
畔
の
「
伊
達
邦
直
公
上
陸

の
地
」碑
を
足
早
に
視
察
す
る
と
、国
道
一
二
号
線
に
入
っ

て
し
ば
ら
く
南
下
し
、
美
唄
市
の
Ｊ
Ｒ
峰
延
駅
付
近
か
ら

道
道
一
一
四
〇
号
を
左
に
折
れ
、
東
進
し
て
三
笠
市
を
め

ざ
し
た
。
山
林
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
こ

の
道
も
、
そ
の
始
ま
り
は
、
囚
人
労
働
の
業
績
の
一
つ
、

旧
樺
戸
街
道
に
遡
る
。

　

旧
樺
戸
街
道
を
開
鑿
し
た
囚
徒
た
ち
は
、
か
つ
て
三
笠

「伊達邦直公上陸の地」碑／奈井江町

空知集治監典獄官舎レンガ煙突跡
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る
知
見
で
あ
る
。
今
回
は
当
別
に
入
植
し
た
岩
出
山
伊
達

家
に
関
す
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で

き
た
も
の
と
は
ま
た
別
の
北
海
道
開
拓
史
の
一
側
面
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
、
一
定
の
満
足
感
を
覚
え
て
い
る
。

　

士
族
授
産
の
事
例
と
し
て
は
、
今
回
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
岩
出
山
伊
達
家
の
ほ
か
、
本
文
で
も
若
干
紹
介
し
た
亘

理
伊
達
家
や
、
日
高
国
に
入
植
し
た
徳
島
藩
・
稲
田
家
な

ど
も
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各
家
の
北
海
道
入

植
に
至
る
経
緯
や
入
植
先
（
開
拓
地
）
の
地
勢
、
指
導
者

の
持
つ
経
歴
や
思
想
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
に
起
因
す
る
開

拓
の
結
果
・
成
果
な
ど
は
全
て
異
な
る
と
思
わ
れ
る
と
こ

ろ
、
こ
れ
ら
二
家
の
事
例
に
つ
い
て
も
情
報
を
収
集
し
、

比
較
研
究
な
ど
が
で
き
れ
ば
新
た
な
視
点
が
得
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
旧
士
族

に
よ
る
開
拓
の
事
例
と
、
今
回
坂
本
家
の
事
例
で
見
た
よ

う
な
民
間
開
拓
の
事
例
の
比
較
も
興
味
深
い
。

　

当
研
究
会
で
は
、
今
後
も
可
能
な
限
り
、
一
定
の
テ
ー

マ
を
持
ち
な
が
ら
道
内
各
地
の
史
跡
や
博
物
館
な
ど
を
巡

り
、
現
地
で
の
情
報
収
集
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

【
注
】

（
１
）　

二
〇
一
九
年
発
足
。二
〇
二
一
年
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、

押
谷
一
（
酪
農
学
園
大
学
教
授
／
当
研
究
所
理
事
／
当
研

究
会
主
査
）、
竹
中
英
泰
（
旭
川
大
学
名
誉
教
授
／
当
研

究
所
理
事
）、
三
輪
修
彪
（
北
海
道
労
働
文
化
協
会
理
事

／
当
研
究
所
元
専
務
理
事
）、
正
木
浩
司
（
当
研
究
所
研

究
員
／
当
研
究
会
事
務
局
）。
第
四
回
現
地
視
察
へ
の
参

加
者
は
、
押
谷
、
三
輪
、
正
木
の
三
人
。
本
稿
の
執
筆
は

事
務
局
の
正
木
が
担
当
し
た
。

（
２
）　

碑
文
に
よ
る
と
、
碑
の
建
立
者
は
聚
富
開
拓
農
業
共
同

組
合
で
あ
り
、
一
九
七
二
年
一
〇
月
二
〇
日
、
組
合
創
立

二
〇
周
年
を
記
念
し
て
建
立
さ
れ
た
と
あ
る
。

（
３
）　

後
述
す
る
「
伊
達
記
念
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い
た
「
北

海
道
調
査
・
移
住
経
路
」
を
参
照
し
た
。
一
九
七
〇
（
明

治
三
）
年
の
空
知
調
査
と
、
一
九
七
一
（
明
治
四
）
年
の

第
一
次
移
住
の
経
路
を
地
図
上
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）　

府
藩
県
三
治
制
は
、「
政
体
書
」（
一
八
六
八
年
閏
四
月

二
一
日
太
政
官
布
告
）
に
基
づ
く
明
治
初
期
の
地
方
統
治

体
制
で
あ
る
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
旧
来
の
藩
を
存
続
さ

せ
つ
つ
、
新
た
に
府
県
を
設
置
す
る
と
し
、
府
県
と
藩
の

並
び
立
つ
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
府
藩
県
三
治
制
の

も
と
で
存
続
し
て
い
た
藩
を
全
廃
し
、
県
に
置
き
換
え
た

の
が
廃
藩
置
県
で
あ
る
。

（
５
）　

樺
太
（
島
）
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
北
海
道
周
辺
地
域

に
お
け
る
日
露
間
の
領
土
画
定
の
交
渉
の
な
か
で
、「
日

露
和
親
条
約
」（
一
八
五
五
年
）
で
は
国
境
線
を
引
か
ず
、

「
日
露
間
樺
太
島
仮
規
則
」（
一
八
六
七
年
）
で
は
「
両
国

雑
居
の
地
」
と
さ
れ
て
い
た
。

（
６
）　

榎
本（
二
〇
一
四
）七
九
頁
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。「
北

見
諸
郡
を
大
藩
に
割
渡
し
た
理
由
は
、
政
府
が
資
金
不
足

で
あ
る
た
め
、
大
藩
の
力
を
か
り
て
樺
太
で
一
大
事
が
起

こ
っ
た
と
き
の
支
え
と
す
る
意
味
合
い
で
あ
っ
た
」。

（
７
）　

碑
の
横
に
設
置
さ
れ
た
案
内
板
の
解
説
文
に
よ
る
と
、

邦
直
一
行
の
上
陸
地
は
「
現
在
の
道
々
奈
井
江
浦
臼
線
の
吾

妻
橋
の
南
二
〇
〇
ｍ
地
点
」
と
あ
る
。
ま
た
、碑
の
建
立
は
、

日
に
第
五
回
現
地
視
察
の
位
置
づ
け
で
す
で
に
実
施
済
み

で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
報
告
す
る
こ
と
を
予

定
し
て
い
る
。

６
．
ま
と
め
に
代
え
て

－

今
回
の
成
果
と
今
後
の
探

　

求
の
視
点

　

石
狩
北
部
の
石
狩
市
、
当
別
町
か
ら
、
空
知
南
部
の
月

形
町
、
浦
臼
町
を
回
っ
て
三
笠
市
で
終
え
た
今
次
視
察
で

は
、
一
日
日
程
の
短
時
間
の
巡
察
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、

前
回
ま
で
の
現
地
視
察
同
様
、
多
く
の
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

ま
ず
、
当
研
究
会
が
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
追
っ
て
き
た

テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
囚
人
労
働
に
つ
い
て
は
、
月
形
町

と
三
笠
市
で
関
係
す
る
資
料
・
史
料
や
遺
構
の
視
察
の
機

会
に
恵
ま
れ
た
。
囚
人
労
働
と
屯
田
兵
、
あ
る
い
は
囚
人

労
働
と
民
間
移
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
特
に
月
形
樺

戸
博
物
館
で
今
回
得
ら
れ
た
情
報
な
ど
（
付
表
３
）
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
知
見
の
蓄
積
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

囚
人
労
働
は
、
屯
田
兵
の
入
植
や
、
民
間
移
民
団
の
本
格

的
な
入
植
に
先
立
っ
て
原
野
に
分
け
入
り
、
伐
木
・
開
墾
、

道
路
開
鑿
、
治
水
な
ど
の
作
業
に
当
た
り
、
過
酷
な
環
境

下
で
、
後
に
続
く
入
植
者
た
ち
の
た
め
に
一
定
の
生
活
環

境
を
用
意
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
視
野
に
は
入
っ
て
い
な
が
ら
、
な

か
な
か
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
の
一
つ
を
、
今

回
の
視
察
で
初
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、

士
族
授
産
と
し
て
の
北
海
道
開
拓
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
す
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山
下
（
一
九
七
九
）
二
〇
頁
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
17
）　

同
右
。

（
18
）　

山
下
（
一
九
七
九
）
三
〇
頁
。

（
19
）　

重
松
（
二
〇
〇
四
）
五
〇
・
五
三
頁
。

（
20
）　

三
笠
市
の
指
定
文
化
財
に
関
す
る
情
報
は
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
件
の
指
定
年
月
日
と

認
定
番
号
は
、二
〇
二
二
年
九
月
一
三
日
、市
所
管
課
（
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
生
涯
教
育
係
）
に
電
話
で
確
認
し

た
。

【
参
考
文
献
・
資
料
】

・　

色
川
大
吉
『
自
由
民
権
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
四
月

・　

浦
臼
町
教
育
委
員
会
編
『
龍
馬
の
遺
志
を
継
い
だ
「
北
の

龍
馬
」
た
ち
【
第
三
版
】』
浦
臼
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
一

六
年
七
月

・　

榎
本
洋
介
『
開
拓
使
と
北
海
道
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン

タ
ー
、
二
〇
〇
九
年
六
月

・　

桟
比
呂
子
『
評
伝 

月
形
潔 

北
海
道
を
拓
い
た
福
岡
藩
士
』

海
鳥
社
、
二
〇
一
四
年
九
月

・　

熊
谷
正
吉
『
改
訂 
樺
戸
監
獄 

「
行
刑
の
ま
ち
」
月
形
の

歴
史
』
か
り
ん
舎
、
二
〇
一
四
年
五
月

・　

重
松
一
義
『
史
料 

北
海
道
監
獄
の
歴
史
』
信
山
社
、
二

〇
〇
四
年
一
一
月

・　

寺
本
界
雄
『
樺
戸
監
獄
史
話
』
月
形
町
、
一
九
五
〇
年
八
月

・　

北
海
道
坂
本
龍
馬
記
念
館
編
『
北
海
道
の
坂
本
龍
馬
紀
行

（
弐
）
龍
馬
の
遺
志
を
継
い
だ
人
々
』
北
海
道
坂
本
龍
馬
記

念
館
、
二
〇
〇
九
年

・　

山
下
重
一
「
坂
本
直
寬
の
生
涯
と
行
動
」（『
英
学
史
研
究
』

第
一
二
号
所
収
一
九
～
五
五
頁
）
日
本
英
学
史
学
会
、
一
九

七
九
年

【
参
照
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

・　

浦
臼
町＞

郷
土
史
料
館

　
　
　

https://w
w

w.tow
n.urausu.hokkaido.jp/

　
　
　

kurashi/shisetsu/shiryoukan.htm
l

・　

伊
達
市＞

市
政
情
報

　
　
　

https://w
w

w.city.date.hokkaido.jp/hotnew
s/

　
　
　

category/5.htm
l

・　

月
形
町＞

月
形
樺
戸
博
物
館

　
　
　

http://w
w

w.tow
n.tsukigata.hokkaido.jp/7459.

　
　
　

htm

・　

月
形
町＞

月
形
歴
史
物
語

　
　
　

http://w
w

w.tow
n.tsukigata.hokkaido.jp/5525.

　
　
　

htm

・　

当
別
神
社

　
　
　

https://tobetsujinja.hokkaido.jp/

・　

当
別
町＞

当
別
町
指
定
文
化
財

　
　
　

https://w
w

w.tow
n.tobetsu.hokkaido.jp/site/

　
　
　

kyoiku-top/5661.htm
l

・　

北
海
道
神
社
庁

　
　
　

https://hokkaidojinjacho.jp/

※　

最
終
閲
覧
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
二
年
九
月
一
三
日
。

＜

ま
さ
き　

こ
う
じ
・
公
益
社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
研
究
員＞

一
九
七
四
年
五
月
、
町
開
基
八
五
周
年
と
開
町
三
〇
周
年
を

記
念
事
業
と
し
て
の
実
施
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
８
）　

当
別
町
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
「
当
別
町
指
定
文
化
財
一

覧
（
令
和
四
年
二
月
一
六
日
現
在
）」
に
よ
る
と
、
伊
達

記
念
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
町
指
定
文
化
財
は
以
下
の
九

件
（
認
定
番
号
第
二
号
～
第
一
〇
号
）
で
あ
る
。
打
掛
（
紫

色
）、
振
袖
（
赤
色
）、
打
掛
（
白
色
）、
長
袴
、
の
し
め
（
室

内
着
）
及
び
帯
、
陣
羽
織
、
火
事
装
束
、
子
供
用
綿
入
れ
、

子
供
用
単
衣
。

（
９
）　

伊
達
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
市
政
情
報＞

取
り
組
み
・
行

政
運
営
）
掲
載
、「
歴
史
的
な
縁
を
持
つ
当
別
町
と
歴
史

兄
弟
都
市
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
」
の
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

た
。
最
終
閲
覧
は
二
〇
二
二
年
九
月
一
三
日
。

（
10
）　

熊
谷
（
二
〇
一
四
）
の
書
名
か
ら
引
用
し
た
表
現
。

（
11
）　

旧
樺
戸
集
治
監
本
庁
舎
は
、
一
九
一
九
年
の
廃
監
後
、

一
九
九
六
年
に
現
行
の
博
物
館
施
設
に
整
備
さ
れ
る
ま
で
、

　
　

村
・
町
役
場
の
庁
舎
（
一
九
二
〇
～
七
二
年
）、
北
海
道

行
刑
資
料
館
（
一
九
七
三
～
九
六
年
）
と
し
て
活
用
さ
れ

て
き
た
経
過
が
あ
る
。

（
12
）　

月
形
町
役
場
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
掲
載
「
月
形
歴
史
物
語
」

の
う
ち
「
篠
津
山
囚
人
墓
地
に
眠
る
人
々
」
の
ペ
ー
ジ
の

記
載
内
容
に
よ
る
。

（
13
）　

色
川
（
一
九
八
一
）
六
頁
。

（
14
）　

熊
谷
（
二
〇
一
四
）
六
九
頁
。

（
15
）　

熊
谷
（
二
〇
一
四
）
九
八
～
一
〇
〇
頁
。

（
16
）　

坂
本
直
寬
の
北
海
道
移
住
前
後
の
時
期
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
浦
臼
町
教
育
委
員
会
（
二
〇
一
六
）
の
ほ
か
、
北

海
道
坂
本
龍
馬
記
念
館
（
二
〇
〇
九
）
一
〇
～
一
一
頁
、


